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研究の背景 

• 東日本大震災におけるTwitterを駆使した支援
（永井・福田 2012） 

• ｎ次創作（濱野 2008） 

ソーシャルメディアに媒介された社会的
実践が近年盛ん 

• 物理的実体を持たないものを扱う教育実践 
（山内ほか 2011） 

「ソーシャルラーニング」（ビンガム・
コナー 2012）にも注目が集まる 



「あの楽器」に見る 
ソーシャルファブリケーション 

 

 

 

 

 

kellow（2008） 

 

 

 

 

 

 

 

アーケードＰ（2010） 

動画に出てくる 
「あの楽器」が 

欲しい！ 

初音ミクが見た
こともない楽器
を弾いている… 



ソーシャルファブリケーション 

物理的実体を持った人工物の 
「協同」制作 

文脈多重性を特徴とする 
「ソーシャルメディア衛星開発 
プロジェクトSOMESAT」 
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目的 

 実際のフィールド観察に基づき、
SOMESATにおける実践と学習の全体像を
把握すること 
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3.1. 調査対象 

3.2. 調査手続き 

方法 



調査対象 

ソーシャルメディア
などで集まった人達
で超小型衛星を開発
し、打ち上げる 

ニコニコ技術部が 
発祥 

初音ミクなどのキャ
ラクターを搭載し、
宇宙でパフォーマン

スをさせる 

ソーシャルメディア
と連動した 
ミッション 

社会の反応を調べる 
宇宙を身近にする 

ことを狙う 

参考：SOMESAT Wiki 



超小型衛星のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

ussy（2010） 



事実上、出入りが自由で 
メンバーが入れ替わる場 

IRC 

ニコニコ生放送 

オフラインの勉強会や 
食事会 

同人誌即売会や電子工作
の展示会 



IRCという場 

 ニックネームを確認したメンバーは約50人 

 

 オフラインで会ったことがあるメンバーは
約25人 

 

 ログインしなくても過去ログを閲覧可能 



種々の匿名状態の階層構造
（Morio and Buchholz（2009）
のFig. 1を改変） 

識別性の欠如 

アイデンティティ
の乖離 

視覚的匿名性 

IRCという
場の匿名性 

匿
名
性
の
水
準 

高 

低 



2011年2月の質問紙調査の結果
（N=18）（渡辺 2011） 

会社員 

50% 

公務員 

11% 

学生 

17% 

ひみつ 

5% 
その他 

17% 

性別は全員男性 

年齢（何歳代かで質問, M=27） 職業（自由記述） 

10代 

11% 

20代 

33% 
30代 

39% 

40代 

11% 

50代 

6% 



3.1. 調査対象 

3.2. 調査手続き 

方法 



調査手続き 

2010年9月から
2012年10月まで
フィールドワーク 

現場での出来事、
疑問点や暫定的な
考察などを記録 

インフォーマル 
インタビュー 

関連資料収集 
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リーダーシップと制度的な役割分担 
 

コアメンバー 

技術系 

電源系 

無線系 

ネギ振り系 

カメラ系 

地上系 

事務系 

法務 

広報 

サーバー管理 学生部 

部長・副部長などが
準コアメンバー 
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意思決定システムと 
実践内容に関する所有者意識 

新たな活
動の必要
性が発生 

担当部門
内部での
検討 

BBSやIRC
での全体
会議で 
議題化 

討議や 
多数決で 
意思決定 

新たな制
度として
施行 

習慣が流動的に移り変わっていくことも 
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SOMESATで用いられている各接触機会 

接触機会 頻度 
コミュニケー
ション形態 

参加人数 

IRC 毎週末 文字 最も多い 

ニコニコ生放送 
少なくとも 

ほぼ2週間に1回 
声と文字（コメ

ント） 

多くとも数人の
出演者と 

数十人の視聴者 

オフラインでの
会合 

不定期 身体 多くとも十数人 
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管理されない自発的で多発的な活動 

 

 

BeDai (2009)  

PVは4つ 

 

 

 

 

 

 

 

秋山(2012)から引用 

実物大模型は5つ 

 

週刊アスキーの 
取材も受けた 

管見の限りでも… 
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特に関心を持つもの1位から3位の
加重平均（N=18）（渡辺 2011） 
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SOMESATの文脈多様性・多重性 

ソーシャル
ファブリ
ケーション 

ボーカ 
ロイド 

宇宙 

「はんだづけ
1号」など 

ニコニコ
技術部 

VOCALOID 
宇宙派 

SOMESAT 
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まとめ 

 5つの観点からSOMESATの特徴を抽出し、
考察を加えた。 

 

 実践と学習の具体的な関係は、必ずしも
明確にならず。 



今後の課題 

 ワークに埋め込まれた学習（池谷 2011）

のあり方を明らかにするエスノメソドロ
ジー的研究 

 

 「文脈多重性・多様性」と「各メンバー
の参加・学習の軌道」の相互作用のイン
タビューを通した探索 
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